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小惑星の自転
柳澤正久 (電気通信大学)
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From Dobrovolskis ans Burns (1984)
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今後の課題

１．小惑星が成長している可能性はないのか?

２．破壊によってサイズが大きく変化するとき自転に変化はないのか?

３．最新の衝突のモデルではどうなるか?


